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1. はじめに
「三省堂国語辞典」（第六版）に於いて、「だったり」を見出しに立てている。
だったり（連語）〔助動詞「だ」の連用形「だっ」＋接統助詞「たり」〕① （あとに「す
る」が来て〕場合によって変わるものをならぺて言う。「複数形ー単数形ーする」②（俗〕
ものごとをならべて言う。 …とか。「脚本（キャクホン〉一原作ーが評価される」
この 「だったり」を連語扱いとする経緯について、「三省堂国語辞典」編集に携わってい
る飯間浩明氏に r三省堂国語辞典のすすめ 16j 「「だったり」って酋ったりする？」（http:II
dictionary.sanseido-publ.co.jp/wp/2008/05/21/）と題したコラムがある。 少し長くなるが、
以下に引用することにしたい。
突然ですが、 次の2つの文を読み比べてみてください。 どちらが自然だと思いますか。
1. 彼女の口紅は、 日によって、赤こュ左立オレンジ旦ュ上立する。
2. 私は、 赤だったりオレンジだったり、 暖かい色が好きだ。
多くの人は、 1がより自然だと感じるのではないでしょうか。「～だったり～だった
り」 という言い方は、 口紅の色が日によって変わるように、 場合によって変わるものを
並べるときに使います。 2のように単純に並べる場合は、ふつう、「赤やオレンジなど」
「赤とかオレンジとか」などと言うところです。
でも、 2のような言い方もよく聞かれます。 たとえば、 女性歌手がインタビューで次
のように答えていました。
〈〔理想の〕男性像はですね、 やっばり頼れる雰囲気のある人旦ュム立、 仕事ができ
る人だったり、 なんか引っ張ってくれそうな方が……。〉〔岡本兵夜）
（東京MXテレビ「Bayside Cafe」 2006.10.29 20:30) 
これはべつに、 理想の男性像が、 ある場合には頼れる雰囲気の人で、 またある楊合に
は仕事ができる人だということではありません。「頼れる雰囲気の人や、 仕事のできる
人など、 引っ張ってくれそうな人」と、 単純に例を並べているのです。
「だったり」のこのような使い方は、 昔の文章には見られず、 どうやら近年の晋い方
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だと考えられます。 口頭だけでなく、 文章でも、 次のように出てきます。
〈〔この小学校の〕校内を歩くと、廊下だったり、 階段の踊り場だったりあちこちに
「お瞑め本」の掲示がある。〉 （「毎日新聞」2008:1.23 p.11) 
これは、「廊下にも階段の踊り場にも掲示がある」ということで、昔なら「だったり」
という言い方は使わなかったでしょう。
「だったり（であったり）」のこういう用法がいつごろから広まったか、 正確に言うの
はむずかしいのですが、 今では「AとかBとか」「AだのBだの」「AやらBやら」など
と同じ、 並立助詞的な用法が成立していることは無視できません。 そこで、「三省堂国
諾辞典Jでは、 今回の第六版で「だったり」という迪語の項目を特に立てました。
上の記述では、〈「だったり」をー語扱いすること〉、〈その用法は単純列挙であること〉と
いうことが示されている。 たしかに、 上に挙げられた例を見るに、「だったり」を迎語とし
て取り扱うのがよさそうに思われる。
(1)彼女の口紅は、 日によって、赤だったりオレンジだったりする。
(2)私は、 赤だったりオレンジだったり、暖かい色が好きだ。
(1) (2)は、ともに「赤だったりオレンジだったり」の並列句が見られるが、指定辞「だJ
の働きという面で両者は異なるように思う。例えば、(1)の場合は、「彼女の口紅は赤だ（赤
である）」という事柄と「彼女の口紅はオレンジだ（である）」という2つの事柄とが列挙さ
れているものであり、 ここでの指定辞「だ」は必須である。 これに対して、 (2) では、 こ
の指定辞「だ」は、 その指定辞としての役割を果たしていないように見えるものであり、 上
記引用文に示されているように、 「赤だったりオレンジだったり」の箇所は「赤やオレンジ
など／赤やオレンジといった」の如き、 並列助詞「や」で繋げられるような関係性を有して
いる。すなわち、(2)に於ける「赤だったりオレンジだったり」の箇所は、「［赤］だった
り（オレンジ］だったり」という構造であると捉えられるように思う。 ちなみに、(1)の
場合、「や」で骰き換えると、 不自然な表現となる。
(1')？？彼女の口紅は、 日によって赤立オレンジ全立する。
このように「だったり」に於いて、「だ」の指定辞としての機能が観察されないものがあ
るということになる。上の例は体言を列挙したものであるが、 連語として見てよさそうなも
のには、 体言以外にも発言や心中思惟文を承けるものも見られる。 以下に例を示す。（プロ
グ等の引用に際し、 1 行改行の場合、「／」（スラッシュ 1 つ）、 2 行の場合は「／／」（スラ
ッシュ2つ）のように示す。）
(3) 13時10分、 ／自己紹介から始まって／高山さんの脚本の世き方を教えてもらい、質問
を重ねながら／それぞれ自分の脚本を昏き始めるきっかけをつかんでいき／来週まで
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に5分程度のオリジナル脚本の初稿？を作ってくる／という課題を出してもらって15
時に終了。／よし、書くぞ1だったり／どうして良いのかわからない•••だったり／
それぞれの人の状態にやさしく対応していて／みんなは困ったりしつつも、 前向きに
課題に取り組んでいたようでした。 (http://www.neonhall.com/) 
(4)昨日、 ゆ ーは初めての歯医者へ。／／もともと、 ゆ ー の歯は／奥歯の溝が深くて、 し
かも複雑。／歯磨きしても汚れが取れないような歯でした。 ／／これはちょっと•••ま
ずいかも。と思っていたのですが、／いままで汚れが取れにくかった溝（というか穴）
が／最近、 完全に虫歯でしょう…という感じに／／／そのままにしておくと大変だし、
／小児歯科のなかでも評判によさそうなお医者さんを調べて予約しました。〈中略｝
そして、 出てきたのは水をかける器具と、 唾液を吸う器具。／先生たちは、 ／ゆ ーに
きちんとどういう機械なのかを説明して、 ／／毎回「水かけても大丈夫？」だったり、
「お水でるよ～」だったりと／言ってくれているからか恐怖心もなく無硝どちらもク
リア (http:/ /yaplog.jp/aladdinjasmin/archive/923) 
以上、 現代語に於いて、 巡語として「だったり」を一語扱いしてよさそうな用法が存する
ことが認められるが、 これに関しては、 ー語化の経緯、 また、 連語「だったり」の並列表現
としての位慨付けなど考察の余地がありそうに思われる。 そこで、 本稿では、 こうした課題
について、 少しばかり考察を加えることにしたい。
2 連語「だったり」の諸相
「AだったりBだったり」構文において、 その列挙されるところの事柄に婚目すると、 次
の2つに分類されることになる。
①[Aだっ】 たり[Bだっ］たり
②[Alだったり[B】だったり
②のバタ ー ンが、 連語扱いされるものとなる。連語「だったり」の性格をこのように捉え
た上で、 連語「だったり」の文型を分類すると、 次の3バタ ー ンが認められる。
(5)私は、赤だったりオレンジだったり、暖かい色が好きだ。
(6)〔この小学校の〕校内を歩くと、廊下だったり、階段の踊り場だったりあちこちに「お
鷹め本」の掲示がある。
(5) (6)に於いて、 並列句「赤だったりオレンジだったり」、「廊下だったり、 階段の踊
り場だったり」の箇所は、それぞれ、後続の「暖かい色」「あちこち」の具体例となっている。
〈②-1: (A】だったり【Bl t!.ったり（＝具体）、 X （＝ 一般）〉
次の（7)のように、 一般的事柄が先行して述べられ、 その後に、 具体的事例が提示され
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る場合がある。
(7)大人だなぁというお題とは、 ちょっとズレますが／こんな「人」に憶れてる1と思っ
ているのは、 仲井戸℃HABO" 麗市さんですかね。 ／全てが「イキ（意気・粋）」
なんです。／年を匪ねるごとに深くなっている音楽に対する愛情や情熱は勿論、 ／物
腰柔らかく、 丁寧で優しい人J!IJ性の部分、 ／ギターを持ってないと落ち浩かないんだ
よね。という部分とか…。／そんなチャポさんには、生き様や想いを歌った名曲が数々
あるんです。 ／「My R&B」だったり、「糧」だったり、「ラジオ」だったり。 ／
自分に何かあると、 チャポさんのCDを棚から取り出して、 よく耳にしています。
(http://fmk.typepad.jp/ rb/2011/01/ post-bd43.html) 
(7)では、生き様や想いを歌った名曲が数々あると述べ、その後に、【「MyR&R」] ［「祖」】
［「ラジオ」］といった「生き様や想いを歌った名曲」の具体例が示されている。〈②ー2:
x (＝ 一般）、［A)だったり【B)だったり（＝具体）〉
連語「だったり」扱いとして見てよさそうなものには、次の(8)の如き、 用法も見られ
る。
(8) 10冊目。 週刊文春で「俺だって子供だ1」の後に連載された、「セリフ」（脚本、言葉）
についてのコラム連載の単行本です。「俺だって子供だ1」も愛に溢れて非常に面白か
った（→id:mon-chan:20090316#pl)けど、 この「いまなんつった？」も面白かった1
「セリフ」にまつわるコラムということで、 クドカンの創作スタンス（主に脚本）益
平、 クドカンのクリエ ー ターとしてのル ー ツだったり、 さらにはクドカンの語る
演劇論的なものまでもが、 毎週連戟という形故に非常に丁寧に紐解かれている形とな
っています。 なのでなかなか其面目です（笑）。
(http:/／d.hatena.ne.jp/mon-chan/20110121) 
(8)は、「クドカンの創作スタンス（主に脚本）だったり、 クドカンのクリエー ターとし
てのル ー ツだったり、 さらにはクドカンの語る演劇詮てきなもの」とあるが、 ここで列挙さ
れているものは「クドカンの創作スタンス」「クドカンのクリエ ー ターとしてのルー ツ」「ク
ドカンの栢る演劇論的なもの」の3項が列挙されている。
ところで、 この(8)の如き用法は、 先の②ー1 •②- 2とは異なるように思う。 これら
の2用法は先に示したように、「[A】だったり [B】だったり」で提示されるところの事柄
[A】[B)は[X】に対する具体例という性格を有していた。用法②ー1として掲げた(5)
では、l iで括った「赤だったりオレンジだったり」に於ける「赤」「オレンジ」は二重下
線部「暖かい色」に対する具体例となっている。（6)も同様で、「廊下だったり、 階段の踊
り場だったり」に於ける「廊下」「踊り場」が「あちこちJの具体例である。
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・（5')私は、I赤だったりオレンジだったり1、暖かい色が好きだ。
(6'）校庭を歩くと、臨下だったり、階段の踊り場だったり1ゑ上三上に「お鷹め本」の
掲示がある。
「AだったりBだったり、X」に於いて、「AだったりBだったり」がXの補充成分として
機能しているものであり、当該箇所「[A]だったり[B】だったり」を除外しても文とし
ては成立する（「私は暖かい色が好きだ。」／「校庭を歩くと、あちこちに「お鷹めの本」の
掲示がある。」）。また、用法②ー2の場合も同様である。
(7')そんなチャポさんには、生き様や想い＇を歌った名曲が数々あるんです。／ I「My
R&B」だったり、「糧」だったり、「ラジオ」だったり。1 ／自分に何かあると、チ
ャポさんのCDを棚から取り出して、よく耳にしています。
(7')に於いて、I Iで括られた箇所を除外しても、全体の文意の内容に大きな影響は
与えない。用法②ー1、②- 2での「[A]だったり[BJだったり」はあくまでも具体例
を示しているに過ぎず、当該箇所を除外しても文としては成立し得るものである。これに対
して、(8)の楊合は、「[A]だったり 【B】だったり([CJt.;ったり・・・）」の箇所を除外
することはできない。
(8')「セリフ」にまつわるコラムということで、Iクドカンの創作スタンス（主に脚本）
だったり、クドカンのクリエーターとしてのル ー ツだったり、1さらにはクドカンの
語る演劇論的なものまでもが、毎週連載という形故に非常に丁寧に紐解かれている
形となっています。
先の②ー1、②- 2では「AだったりBだったり」が具体例を示すものであったが、(8')
での用法はこれらとは異なり、「AだったりBだったり」は補充成分ではなく、「クドカンの
創作スタンス」「クドカンのルー ツ」「クドカンの語る演劇論」が列挙されると見るべきであ
ろう。〈用法②ー3:「AだったりBだったりCだったり・・・」＝単純列挙型〉
以上の通り、連語「だったり」には、次の3バター ンが見られる。
②-1: AだったりBだったり、X
②-2:x。AだったりBだっ fこり
②-3:AだったりBだったりC ・・・
上記の 3 バターンに於いて、個々の文型の関係を見るに、く②ー 1> ＜②ー 2>は語順は
異なるが、並列句「AだったりBだったり」の内容が、 Xに対する具体的事例を示すという
点では共通しており、「AだったりBだったり」構文は補語としての機能を有していること
になる。これに対して、②ー3は、当該の「AだったりBだったり」の箇所を除外すると、
文として成立しなくなるものである。 ；
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以上、 連語扱いとみてよさそうな「だったり」の用法を確認したが、 そこで明らかになっ
たように、 連語「だったり」には、 3バターン見られるが、 用法としては、大きく、「Aだ
ったりBだったり」が具体的な事物を示し、 補語的な機能を果たしているもの(@)- 1／② 
-2)と補語的な機能を持たず、単純に事物を列挙するもの（②-3)とに分けることがで
きる。
述語「だったり」の諸用法の発生に関しては、 次の点が問題となる。
(1]本来は「！Aだ1ったり IB だっI たり」の如き、「たり」が列挙する事柄は「Aだ」
「Bだ」であったものが、「 IAI tこったり iBiだったり」の如き構造へと転換したのは何
故かということが問題となる。
[2] ②ー 1 、②- 2、 ②-3 の 3 用法に関して、 それぞれの用法の閑係が問題となる。
結論から述ぺれば、 連語「だったり」の発生は、「たり」の連体用法を介して、 まず、 用
法②ー 1 が発生し、 その後用法②＿ 2 が行われ、 さらに用法②ー 3 へと展開を見せたもので
あろうと推測している。以下、 この点について説明を施すことにする。
3 連語「だったり」発生の経緯
先述の如く、「Nだったり」の用法は「AだったりBだったり•••X」という構造をとり、「A
だったりBだったり」で示されるところの事物は、〈X〉の具体的な事例が提示されるもの
であるといえるが、 並列句「たり」が具体的な事例を示す一補語としての役割ー用法自体は
「だったり」に特有の用法ではない。
(9)さて、 そんなトンガですが、 日曜日の晩からハリケーンReneの直撃を受けまして、
結構大変でした。〈中略〉で、 一晩明けてみると、 結構な場所で大きな木が倒れたり、
電柱や街灯なども倒れたり被習が出てる。 こりや、 班気復旧は当分無理だな…。 と結
局罰気水が使えないまま一日を過ごしますが、 午後はすっかりReneちゃんもトンガ
国外へ行ってくれたようで、 トンガは快晴へ。 雨の後の快暗って、 めっちゃ蒸れるな
ぁ…。 せめて風だけでも…。 (httpゾ／www.junkstage.com/suzukV) 
(9)では、「被害」の具体的な内容として、【大きな木が倒れる］ ［砲柱や該当なども倒れ
る】が示されている。 なお、 以下の例は、「～たり～たりする体言」の例である。
(10)いままで僕が頂いた役って、 どこか弟っぽいキャラクターだったり、 女性に対して鎚
顛だったり、 初々しかったりする役が多かったんですけど、 今回は、 気が多い男だし、
女性に対してだらしないところもあって…。
(http:/ /www.fujitv.eo.jp/m/drama/ AP /interview /voll 1_16.html) 
(11)群馬県東部で、 午後4時前に積乱雲が発達し、 みどり市、 桐生市、 邑楽町で突風や
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降雹で民家の屋根が吹き飛んだり、 幼稚園のガラスが割れたりする被害がでました。
(http:I／www.sunfield.ne.jrvoshima/data/midori-080725/midori000725.h血1)
「たり」並列句の連体用法には、次に示すように 「AたりBたり（など）の x」型も見ら
れる。
(12)◆09日：やっとのことで現地調整貝チョウワナが現地に入ることが出来ました。245
人の子ども達と18人のお坊さんは、多少の怪我などはあるが全貝無事。孤児院の施設
9棟の内、3棟が全壊、6棟は屋根が吹き飛ばされたり壁が倒れたりの生堕だそうで
す。食品などの購入が困難、水は井戸で何とか汲める状況とのことです。とにかく、
子ども達とお坊さんの命が無事で本当に良かったです。
(http:/／www.tpak.org/myanmar_cyclone.html) 
(13)台風がもたらす風や雨により、 稲などの農作物は非常に大きなダメ ー ジを受けます。
そのひとつが水客です。 一 日の雨批が100 ミリを超えると、 冠水する田畑が見られる
ようになり、 200 ミリ以上になると、多くの河川が氾らんし、 河川沿いの田畑も冠水
します。また、強い屁による風害は台風ならではで、強風にあたることで倒れたり落
葉したり、茎が折れたりなどの差褒が出ます。
(http:/ /tenki.infoseek.co.jp/topic/20090910/) 
さて、「AたりBたり（など）の体言」型に於いて、「AたりBたりなど」で示される事柄
は、非修釣部の事物に対する具体的寡例であるという性格を有している。「AたりBたり（な
ど）の」の如く、連体助詞「の」を有するものであるが、(9)のように、「の」を介さない
場合もある。その派生の過程については、「AたりBたりするx」→「AたりBたり（など）
のX 」→「Aたり B たり、 X」と転じたものであろうと思われる。
そこで、「だったり」が一語化していく過程を考えてみることにするが、これは上記の「た
り」自体の用法の派生過程と同様の展開を見せたものと考える。
(14)本編汲終曲の手前では、Cri女siSの活動休止についての発表がありました。と言っても、
入場時に配られたアンケ ー ト用紙にそのことが柑かれていたので、もう知っていまし
たけれども。／メンバーのプライヴェ ー トだったり仕事だったりの埜全で、これ以上
活動を続けるのは困難となってしまったそうです。
(http:I/dbatena.ne.jp/madauca/20101218/129切29501)
(15)塩寵というと魚市場があり漁港が有名ですが、塩釜湾を挟んで反対側は産廃だったり
コンビナートだったりの壁挫造もあったりします。
(http:// a-mi ya.at webry.info/201010/ article_3.html) 
(14) (15)に示したように「AだったりBだったりのx」という文型での辿体修飾用法が
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ある。 また、 この文型では、 次のように「〈具体〉一〈一般〉」という関係性を有する使用例
もある。
(16)そんな場所に日本のおじさんたちが4、 5人、 ／ドスドスと音を立てながらに入って
きます。／どうしてなんだろう？／といつも不思議に思うのだけれど、／彼らの話し
声はとても大きい。 ＜中略＞／相変わらず続く、 ガヤガヤにガハハハッ。／次第にイ
ヒヒヒであったり、 ／ゲハハハであったりの人の声とは思えぬ／奇声が混じるように
なり、 ／もうその周辺は紫敵なリゾートとは／思えぬ場所になってしまう。
(www.1 l O l.com/restaurant/2005-04-21.html} 
(17)大学生協と 一口に言ってしまいますが、 まさしく「大学生協」であるところもあれば、
実は紀伊国屋書店だったり三省堂だったり丸菩だったりといった、 お馴染みの書店が
学内杏店として営業しているところもあります。 また生協ではなく、 大学の購買会と
いうところもあります。 (http://www.rockfield.net/rockfield_memory/) 
{16)では、「人の声とは思えぬ奇声」の具体例として、「ィヒヒヒであったり、 ／ゲハハ
ハであったり」が示されている。また、(17〉でも、「おなじみの書店」の具体例として、「紀
伊国屋世店j「三省堂J「丸菩」が示されているのである。
そこで、まず、用法②ー1の発生の経緯であるが、上記のように「AだったりBだったり」
が後院のXに対する具体的な事例となる用法が存する。 なお、 これら(AだったりBだった
りの（といった）X)という文型であるが、 ここから、 助詞「の」等を伴わない用法が行わ
れるに至ったのであろう（用例(18〉・(19)）。
(18)菜月は颯太に恋をして変わっていく。戸田さんは「菜月が恋愛してから、 服装旦ュム
立、 髪形だったり、女性の変化を出していくのが非常に楽しかった。 ただ、波が激し
いストーリーだったので、 辛いときもあれば、 幸せなときもあって、気持ちの面では
複雑でした」。 (http:/ /www.asahi.com/video/showbiz/TKY200903l60094.html) 
(19)先日、 何年かぶりに女性だけで会いました(#^．＾#)／高校卒業後もずっと変らずの親
（心）友です (oMo)（中略｝皆、悩みもe t c ・ ・・／受験生持つ悩みだったり…／同
棲希望の娘の事だったり・・・／スベシャルな恋願望泰露だったりヽ(;▽ ;)ノ／／／結
構尽きないねっ(;^ o^A
(http://ameblo.jp/ gomadango-1998/entry-10764950719.html) 
連体用法「AだったりBだったりX」構文使用にあって、「だ／である」の指定辞として
の機能が弱化し、「IAt:！ ＋タリ」ではなく、「!Al ＋だったり」という結ぴ付きへと、 そ
の性格が変容したものではないかと思われる。「AだったりBだっ たり、 X」という「〈具
体〉一〈一般〉」関係に於いて、「たり」構文で示される事柄が非修飾部Xの具体例という、
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事柄を提示する意味合いが強くなった。なお、②ー 2 は②ー 1 の応用型ともいうぺきもので
ある。しかしながら、こうした②ー 2 の用法は結果として、補諾としての性格から抜け出す
ことへの契機となった。これを経て、②ー 3 の単純列挙用法を発生されるに至ったものと思
われる。
4. 「だったり」の表現性
具体的事例提示の「だったり」について、 第 1 節での引用文に於いて、〈「 AとかB とか」
「 Aだの B だの」「 Aやら B やら」などと同じ、 並立助詞的な用法が成立していることは無
視できません。〉との記述がある。たしかに、「 A だったり B だったり」に於ける列挙のあり
方を見るに、 単純列挙という意味合いが強いように思われる。ここでは、「だったり」の表
現性等について、他の表現形式との対照を通して、その性格を考えてみることにしたい。
(20) 私はケ ー キ上空和菜子上立の甘いものは、あまり好きではありません。
(21) 山田上企佐藤上企、コンビュ ー タに詳しい人がいてくれればいいなぁ。
「とか」の場合、Aとか Bとかで提示されるところの事物「 A」「 B」は、あくまでも候補
であって、 列挙されたものの全てが実現するとは限らない。
また、「 Aや B など」の並列助詞「や」による列挙に関して、「明解国語辞典」には〈「父
や母の意見に従う」では、「父と母双方の意見(and)」の意にも「父または母の意見(or)」
の意にも解される。〉とある。これに対して、「AだったりBだったり」は、用例を見る限り、
候補である〈 A〉〈 B〉はいずれも成立する事態であるようである。 (6) 再掲。
(6) 〔この小学校の〕校内を歩くと、廊下だったり，階段の踊り場だったりあちこちに「お
煎め本」の掲示がある。
なお、 [Aと B] といった「と」で列挙する楊合は、該当するものは「A」「 B 」しか示さ
れない。「AだったりBだったり」では[A] [B]ともに該当するとともに、それ以外の事
物をも含意するという点において、上記の諸形式とはその表現性を異にするといえよう。
また、連語「だったり」 の用法には、 (4) (5) に示したように、発言や心中恩惟文を承
けるものがある。 (4) (5) を再掲する。
(4) よし、書くぞ l だったり／どうして良いのかわからない・・・だったり／それぞれの人
の状態にやさしく対応していて／みんなは困ったりしつつも、前向きに課題に取り組
んでいたようでした。 (httpゾ／www.neonhall.com/)
(5)昨日、 ゆ ーは初めての歯医者へ。〈中略〉そして、 出てきたのは水をかける器具と、
唾液を吸う器具。／先生たちは、／ゆ ー にきちんとどういう機械なのかを説明して、
／／毎回「水かけても大丈夫？」だったり、「お水でるよ～」だったりと．／言ってく
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れているからか恐怖心もなく無事どちらもクリア
(http://yaplogjp/aladdinjasmin/archive/923) 
(4) (5)の「だったり」のように、 引用部を承けるものとして、 並列助詞「だの」によ
る表現があるが、 この「だの」による列挙の場合、 不満·不平といった、好ましくない発言
内容であるというニュアンスがある。 例えば、「中上級を教えるため人のための日本文法ハ
ンドプック」(P60)には〈「～だの～だの」は「～とか～とか」の近い意味を持ちますが、
現在では否定的なニュアンスで用いられるのが普通です。〉とある。(22)は体言承接の例、
(23)は発言内容承接の例である。 ともに同由からの引用による。
(22)少年たちは被害者から恐喝した金をゲーム旦竺バチンコ旦竺に使っていたようだ。
(23)勉強しろ旦竺熟へ行け旦2と親にしつこく言われて気が滅入った。
これに対して、 発言内容を承ける「だったり」の場合は、 そうした否定的なニュアンスは
伴わず、 単に「発言内容」や「心中思惟内容」を列挙するという慟きがあるように思う。
以上、 他の並列表現形式との対照を通して、 連語「だったり」の性格を考えてみた。先述
の如く、 この連語「だったり」は列叙の方法や表現性という点に於いて、既存の並列表現形
式とは異なる点を有しているといえよう。
5. おわりに
以上、 本稿では、 巡語「だったり」を取り上げ、 その用法・表現性等を考察し、 それを手
がかりに、かかる用法の発生の経緯についても言及した。連体用法使用にあって、指定辞「だ」
の機能が弱化し、 事柄(A】【Blを列挙するという性格へと転じたものであろうと考えら
れる。 こうした巡体用法での使用を契機として、 巣純列挙用法として使用されるに至ったの
であろう。 連語「だったり」の表現性等について、 他の並列表現形式との関係についても言
及したが、 この点については、 なお詳細な分析が必要かと思う。今後の課題としておきたい。
【付記］本稿は、2010年度文学部プロジェクト研究「コミュニケーションの本質と実践に関する総合
的探究」（第4回）にて、「〈文法化〉と〈コミュニケーション〉一現代語に於ける並列助罰「た
り」のー用法ー」と題した研究内容の一部をもとに、 加箪修正を施したものである。 プロジ
ェクト構成貝より、 貨直なご意見を頂戴した。記して感謝申し上げる。
（きょう けんじ•岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授）
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